
【平均正答率の全国との差の推移】

　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況を

　レーダーチャートで示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

■新十津川町内小学校の状況及び学力向上策（学校数：1、児童数：50名）

○

【教科全体の状況】

【分析】

児童質問紙

○

○

　【児童質問紙調査】  【学校質問紙調査】

○

○

教　　　科

　　【児童質問紙調査】

学校全体の言語活動の実施状況や課題につ
いて、全教職員の間で話し合ったり、検討した
りしたことにより、指導の充実が図られ、先生
から示される課題や、学級やグループの中
で、自分たちで立てた課題に対して自ら考え、
自分から取り組む児童の割合が増え、国語Ａ
の「読むこと」、「伝統的な言語文化と国語の
特質に関する事項」、国語Ｂの「書くこと」、「読
むこと」、算数Ａの「量と測定」、「図形」、「数量
関係」で、全国を上回ったと考えられる。

国語Ａでは「読むこと」、「伝統的な言語文化と国語
の特質に関する事項」、国語Ｂでは「書くこと」、「読
むこと」で全国を上回っている。

算数Ａでは「量と測定」、「図形」、「数量関係」で全
国を上回っている。

○

「先生から示される課題や、学級やグループの中
で、自分たちで立てた課題に対して、自ら考え、自
分から取り組んでいたと思いますか」という質問に
対して、「当てはまる」と回答した児童の割合が全
国を上回っている。 平均正答率の推移については、町の「学力向

上先進校視察研修」の成果の還元により、教
師の指導力の向上に努めた結果、国語や算
数の勉強が好きな児童の割合が増え、国語
Ａ・Ｂ、算数Ａで、全国を上回ったと考えられ
る。

◎
◎

学校質問紙

指導者のスキル向上のため、「学力向上先進校視察研修」を実施◎

学校全体の言語活動の実施状況や課題につい
て、全教職員の間で話し合ったり、検討したりする
取組をよく行っている。

【新十津川町の学力向上策】

「学習支援サポーター」「学力向上推進講師」を活用し、「チームティーチング指導」を実施
小学校児童にも１年生からの学習で、外国の生活や文化などの知識を得るため、外国青年招致事業を継続

70.0

80.0

90.0

100.0

110.0

120.0
国語Ａ（話すこと・聞くこと）

国語Ａ（書くこと）

国語Ａ（読むこと）

国語Ａ（伝統的な言語文化と

国語の特質に関する事項）

国語Ｂ（話すこと・聞くこと）

国語Ｂ（書くこと）

国語Ｂ（読むこと）

算数Ａ（数と計算）算数Ａ（量と測定）

算数Ａ（図形）

算数Ａ（数量関係）

算数Ｂ（数と計算）

算数Ｂ（量と測定）

算数Ｂ（図形）

算数Ｂ（数量関係）

新十津川町内小学校

北海道（公立）

全国（公立）

▲ 10.0

▲ 5.0

0.0

5.0
H19 20 21 22 24 25 26 27 28

国語Ａ

▲ 10.0

▲ 5.0

0.0

5.0
H19 20 21 22 24 25 26 27 28

国語Ｂ

▲ 10.0

▲ 5.0

0.0

5.0
H19 20 21 22 24 25 26 27 28

算数Ａ

38.0 

28.1 

30.7 

42.0 

48.2 

47.1 

14.0 

19.6 

18.2 

6.0 

4.1 

3.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

新十津川町

全道

全国

先生から示される課題や、学級やグループの中で、自分たちで立てた課題に

対して、自ら考え、自分から取り組んでいたと思いますか

当てはまる どちからといえば、当てはまる

どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

100.0 

40.8 

37.1 

51.9 

53.7 

7.3 

9.1 0.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

新十津川町

全道

全国

学校全体の言語活動の実施状況や課題について、全教職員の間で話し合っ

たり、検討したりしていますか

よくしている どちらかといえば、している

あまりしていない 全くしていない

※ 「平均正答率－全国（公立）の平均正答率」の差の経年変化
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　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況を

　レーダーチャートで示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

■新十津川町内中学校の状況及び学力向上策（学校数：1、生徒数：55名）

○

【教科全体の状況】

【分析】

生徒質問紙

○

○

○

○

教　　　科

国語Ａでは「伝統的な言語文化と国語の特質に関
する事項」で他の領域に比べて全国に最も近く
なっている。

【学校質問紙調査】

　【生徒質問紙調査】

数学の指導として、補充的な学習の指導や発
展的な学習の指導を行った結果、数学の勉
強が好き、大切、社会に出るときに役に立つ、
できるようになりたいと思う生徒の割合が増
え、数学Ａ・Ｂともに「資料の活用」で、全国を
上回ったと考えられる。

数学Ａ・Ｂともに、「資料の活用」、数学Ｂでは「関
数」で全国を上回っている。

「学習支援サポーター」「学力向上推進講師」を活用し、「チームティーチング指導」の実施
小学校児童にも第１学年からの学習で、外国の生活や文化などの知識を得るため、外国青年招致事業を継続◎

◎

学校質問紙

調査対象学年の生徒に対する数学の指導として、
前年度までに、補充的な学習の指導をよく行って
いる。

指導者のスキル向上のため、「学力向上先進校視察研修」を実施◎
【新十津川町の学力向上策】

国語の指導として、漢字・語句など基礎的・基
本的な事項を定着させる授業や書く習慣を付
ける授業、様々な文章を読む習慣を付ける授
業を行った結果、国語Ａの「伝統的な言語文
化と国語の特質に関する事項」で、他の領域
に比べて全国に最も近くなっていると考えられ
る。

○
「授業の中で分からないことがあったら、どうするこ
とが多いですか」という質問に対して、「その場で
先生に尋ねる」と回答した生徒の割合が全国を上
回っている。
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